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今
年
、平
成
２２
年
は
、明
治
２３
年
２
月
１５
日
に
全
国
で
４０
番

目
の
都
市
と
し
て
高
松
市
が
誕
生
し
て
か
ら
、１
２
０
周
年
を

迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
そ
し
て
、そ
れ
を
お
祝
い
す
る
か

の
よ
う
に
、大
き
な
国
際
的
イ
ベ
ン
ト
が
２
つ
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
第
２
回
高
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
「
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
２
０
１
０
」で
す
。 

　
こ
の
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
、い
ず
れ
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
も
高
松
の
さ
わ
や
か
な
海
と
空
を

象
徴
す
る
青
で
す
。
青
は
、市
長
に
な
る
前
か
ら
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
色
な
ど
を
含
め
た

私
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
す
し
、今
年
、南
ア
フ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
る
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
日
本
代
表
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
色
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
還
暦
に
は
、赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
で
お
祝
い
す
る
風
習
が
あ
り
ま
す
が
、高
松
市
の

２
度
目
の
還
暦
に
当
た
る
平
成
２２
年
は
、青
を
基
調
に
し
て
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
芸
術

文
化
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
げ
、少
し
で
も
明
る
い
年
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
い
ず
れ
近
い
う
ち
に
中
央
主
権
か
ら
地
方
主
権
へ
と
国
の
あ

り
方
は
変
わ
る
で
し
ょ
う
。
変
わ
ら
な
け
れ
ば
日
本
は
も
た
な

く
な
り
ま
す
。 

　
そ
も
そ
も
創
意
工
夫
、こ
れ
は
大
西
市
長
の
言
わ
れ
て
い
る

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
言
い
換
え
て
も
い
い
の
で
す
が
、こ
れ
は
何

事
に
お
い
て
も
現
場
で
し
か
生
ま
れ
な
い
も
の
で
す
。 

　
高
松
市
民
の
生
の
声
が
聴
け
る
、我
々
が
生
活
し
て
い
る
高
松
市
と
い
う
現
場
で
、

現
場
の
声
を
聴
き
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
が
生

ま
れ
て
き
ま
す
。 

　
財
政
状
態
が
厳
し
い
折
、限
ら
れ
た
予
算
で
最
大
の
効
果
を
生
む
た
め
に
も
現
場

主
義
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
一
番
肝
心
な
こ
と
は
そ

の
こ
と
を
使
命
感
と
し
て
心
に
抱
き
続
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
で
あ
り
、今
後
も
大
西

市
長
の
手
腕
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
最
後
に
、今
年
が
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
の
多
い
平
和
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、ま
た
、皆

様
の
御
健
康
と
御
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
青
で
お
祝
い 

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
起
こ
す
条
件 

第１回「市長まちかどトーク」 
7月11日、第１回の「市長まちかどトーク」を開催。特定非営利活動法
人どんぐりネットワークの皆さまから活動状況を伺うとともに、環境問
題を中心に活発な意見交換を行うことができました。 

セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ズ
バ
ー
グ
市 

エ
ル
バ
ー
ト
ン
市
を
公
式
訪
問 
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瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
に
向
け 

越
後
妻
有
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
視
察 

　
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
先
行
モ
デ
ル

と
な
る
「
越
後
妻
有
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
・
大

地
の
芸
術
祭
２
０
０
９
」
を
視
察
す
る
た

め
、平
成
21
年
8
月
に
新
潟
県
を
訪
ね

て
き
ま
し
た
。
 

　
芸
術
祭
が
展
開
さ
れ
て
い
る
妻
有
地

域
全
体
の
面
積
は
約
7
6
0
㎞
。
里
山

と
棚
田
が
広
が
る
広
大
な
大
地
に
、

3
7
0
点
も
の
ア
ー
ト
が
展
示
、展
開
さ

れ
、大
勢
の
見
物
客
で
活
気
づ
い
て
い
ま

し
た
。
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、い
ず
れ

も
面
白
く
、力
強
く
、や
さ
し
く
、明
る

く
、丁
寧
に
、さ
さ
や
く
よ
う
に
、包
み
込

む
よ
う
に
、イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
感
動

を
与
え
て
く
れ
、生
き
る
力
も
も
ら
っ
て

き
ま
し
た
。
越
後
妻
有
の「
美
」
と
「
農
」

へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
が
「
美
」
と
「
海
」
と
「
島
」

へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
に
変
わ
っ
て
、瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
２
０
１
０
へ
と
受
け
継
が
れ
て

い
く
。こ
の
視
察
で
、成
功
に
向
け
て
の
道

筋
が
少
し
見
え
て
き
ま
し
た
。
 
 

 

　
高
松
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国
フ

ロ
リ
ダ
州
セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ズ
バ
ー
グ
市

と
、旧
牟
礼
町
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ジ
ョ
ー

ジ
ア
州
エ
ル
バ
ー
ト
ン
市
を
平
成
21
年
5

月
に
訪
問
し
、交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
 

　
セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ズ
バ
ー
グ
市
で
は
、

リ
ッ
ク
・
ベ
ー
カ
ー
市
長
へ
の
表
敬
訪
問
の

ほ
か
、障
害
者
の
芸
術
活
動
を
支
援
す

る
国
際
的
催
し
「
ア
ー
ト
リ
ン
ク
」や
、日

本
の
世
界
遺
産
写
真
展
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

な
ど
に
出
席
。
ま
た
、同
市
か
ら
の
高
校

生
親
善
研
修
生
派
遣
事
業
に
支
援
い
た

だ
い
た
大
リ
ー
グ
・
レ
イ
ズ
の
岩
村
明
憲

選
手
に
謝
意
を
伝
え
ま
し
た
。
 

　
エ
ル
バ
ー
ト
ン
市
で
は
、ラ
リ
ー
･
ゲ
ス

ト
市
長
を
は

じ
め
、商
工
会

議
所
や
小
学

校
を
訪
問
、採

石
場
や
石
材

加
工
所
も
視

察
し
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
、短

い
滞
在
期
間

で
し
た
が
非

常
に
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ズ
バ
ー
グ
市
と
の
姉

妹
都
市
提
携
は
、来
年
50
周
年
を
迎
え

ま
す
。
今
回
の
訪
問
を
契
機
に
、さ
ら
な

る
友
好
親
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

2月1日 
後援会会報“夢と誇り”第3号を発行 
全会員に総会の案内とともに 

同封、送付しました。 

 

4月12日 
高松国際ホテルで第1回役員会を開催 
総会に提出する平成20年度活動報告・収支

決算報告及び平成21年度活動方針（案）・平

成21年度収支予算（案）、役員（変更・追加）

の選任（案）を審議、いずれも承認。総会に提

出しました。 

4月12日 
総会及び懇親会を開催 
役員会終了後、引き続き 

平成21年度通常総会を開催しました。大西

市長より「高松市のまちづくり」について講演

をいただきました。提出議案等につきましては、

いずれも可決承認され、通常総会は盛会のう

ちに終了しました。 

 

 

 

 

8月11日　会長・副会長会を開催 
12月2日　第2回役員会を開催 
 

2009後援会活動報告 

A
S
P
A
C
2
0
1
1
 

高
松
開
催
決
定
 

学
校
訪
問 

第
16
回
高
松
秋
の
ま
つ
り
 

仏
生
山
大
名
行
列
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平
成
23
年
に
開
催
さ
れ
る
「
ア

ジ
ア
太
平
洋
盆
栽
水
石
大
会

（
A
S
P
A
C
）
2
0
1
1
」
の
本

市
へ
の
招
致
活
動
を
行
う
た
め
、「
ア

ジ
ア
太
平
洋
盆
栽
水
石
大
会
・
台

湾
大
会
」
に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。
 
 

　
大
会
で
は
、本
市
が
松
盆
栽
の
全

国
シ
ェ
ア
80
％
を
誇
る
“B
o
n
s
a
i

の
ま
ち
”で
あ
る
こ
と
や
、各
種
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
・
宿
泊
施
設
も
充
実
し
て
い

る
こ
と
、さ
ら
に
今
年
は
現
代
ア
ー

ト
の
祭
典
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
 

2
0
1
0
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
な

ど
、本
市
の
多
彩
な
魅
力
を
紹
介
し

た
ほ
か
、準
備
委
員
会
の
山
地
宏
美

副
委
員
長
か
ら
も
、招
致
に
向
け
て

強
力
な
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。お

陰
さ
ま
で
全
会
一
致
で
、我
が
国
初
の

「
ア
ジ
ア
太

平
洋
盆
栽

水
石
大
会
」

が
、平
成
23

年
秋
に
本

市
で
開
催

さ
れ
る
こ

と
が
決
定

し
ま
し
た
。
 
 

   　
子
ど
も
た
ち
が
市
長
と
直
接
触
れ

合
う
こ
と
で
、ふ
る
さ
と
を
思
う
気

持
ち
が
強
く
な
れ
ば
と
い
う
思
い
を

込
め
て
、本
年
度
は
小
学
校
8
校
を

訪
問
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
す

で
に
６
月
に
上
西
小
学
校
、９
月
に

浅
野
小
学
校
、10
月
に
は
香
南
、十
河
、

屋
島
の
3
小

学
校
を
訪
問

し
、
本
市
の

未
来
を
担

う
“小
さ
な

市
民
”
の
皆

さ
ん
と
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。
 
 

　
屋
島
小
学
校
で
は
、私
を
モ
デ
ル
に

2
年
生
の
児
童
の
皆
さ
ん
が
似
顔
絵

を
描
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
絵
は
、

市
長
室
に
大
切
に
飾
っ
て
い
ま
す
。
 

           　
高
松
藩
主
が
菩
提
寺
で
あ
る
法

然
寺
へ
参
拝
す
る
様
子
を
再
現
し
た

仏
生
山
の
大
名
行
列
。一
昨
年
に
続

き
二
度
目
と
な
る
初
代
高
松
藩
主
・

松
平
頼
重
公
役
で
白
馬
に
乗
り
、豪

華
絢
爛
な
衣
装
を
纏
っ
た
姫
君
や
侍
、

侍
女
な
ど
に
扮
し
た
皆
さ
ん
と
共
に
、

「
御
成
り
、御
成
り
」の
掛
け
声
に
合

わ
せ
て
、古

い
町
並
み

を
残
す「
仏

生
山
お
成

り
街
道
」

を
練
り
歩

き
ま
し
た
。
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多核連携・集約型環境配慮都市 
（多核連携型コンパクト・エコシティ） 

「
創
造
性
豊
か
な
海
園
・
田
園
・
人
間
都
市
」
の 

実
現
を
め
ざ
し
て 

高
松
市
が
持
つ
、豊
か
で
多
様
な
地
域
資
源
を
活
か
し
、 

全
て
の
市
民
が
暮
ら
す
こ
と
に
夢
と
誇
り
を
持
て
る
「
創
造
性
豊
か
な
海
園
・
田
園
・
人
間
都
市
」
の 

実
現
の
た
め
、私
が
選
挙
時
に
お
示
し
し
た
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
る
、 

「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
取
り
組
み
や
、「
自
治
基
本
条
例
」
、 

「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
制
定
な
ど
、各
種
施
策
・
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
し
た
。 

   　
高
松
市
で
は
、
人
口
減
少
や

少
子
・
高
齢
社
会
へ
の
対
応
や
、

平
成
１６
年
の
線
引
き
廃
止
、近

隣
6
町
と
の
合
併
な
ど
、社
会

経
済
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、

２０
年
先
を
見
通
し
た
新
た
な
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

「
集
約
拠
点
へ
の
都
市
機
能
の

集
積
」
と
、「
市
街
地
の
拡
大
抑

制
」
を
基
調
と
す
る
コ
ン
パ
ク
ト

な
都
市
構
造
を
前
提
と
し
て
、

人
と
環
境
に
優
し
い
公
共
交
通

を
機
軸
と
す
る
、環
境
共
生
都

市
「
多
核
連
携
型
コ
ン
パ
ク
ト
・

エ
コ
シ
テ
ィ
」
を
目
指
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
、こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
適
正
な
土
地
利
用

を
誘
導
す
る
土
地
利
用
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
制
度
の
充
実
強
化
や
、

人
と
環
境
に
優
し
い
L
R
T
な

ど
の
新
交
通
を
含
め
た
公
共
交

通
の
あ
り
方
、
自
転
車
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
等
に
つ
い
て
、

幅
広
い
検
討
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。
 

   　
高
松
市
の
自
治
の
基
本
理
念

や
基
本
原
則
な
ど
を
定
め
た「
自

治
基
本
条
例
」
が
、去
る
１２
月
に

開
か
れ
た
市
議
会
に
お
い
て
可

決
さ
れ
、高
松
市
の
市
制
施
行

1
2
0
周
年
記
念
日
に
あ
た
る

平
成
２２
年
2
月
１５
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
条
例
は
、
自
治
を
担
う

主
体
で
あ
る
、市
民
、議
会
、行

政
が
、「
情
報
共
有
」「
参
画
」「
協

働
」の
3
つ
の
基
本
原
則
の
も
と
、

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、

市
民
が
主
役
の
自
治
運
営
を
行

う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
す
。
 

　
条
例
の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
過
程
に
お
い
て
の
市
民
参

画
が
な
に
よ
り
大
切
と
の
思
い

か
ら
、「
自
治
基
本
条
例
を
考
え

る
市
民
委
員
会
」
、「
自
治
基
本

条
例
制
定
委
員
会
」
で
の
論
議

を
重
ね
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

条
例
案
に
対
す
る
、パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
行
う
ほ
か
、私
が
直

接
市
民
の
皆
様
と
意
見
交
換
を

行
う
機
会
を
設
け
る
（
市
内
5

か
所
）な
ど
、広
く
各
界
各
層
の

御
意
見
を
お
聴
き
し
、ま
さ
に

市
民
参
画
に
よ
る
条
例
制
定
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

    　
高
松
市
は
、海
、島
、里
、山
な

ど
豊
か
な
自
然
を
抱
き
、
四
季

折
々
の
恵
み
と
歴
史
文
化
の
息

吹
き
を
堪
能
で
き
る
素
晴
ら
し

い
ま
ち
で
す
。こ
の
固
有
の
魅
力

を
、将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
さ
せ
、

誰
も
が
暮
ら
し
た
い
、訪
れ
た
い

と
感
じ
る
ま
ち
と
す
る
た
め
、「
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
 

　
高
松
市
で
は
、平
成
5
年
に「
都

市
景
観
条
例
」
を
、9
年
に
「
環

境
美
化
条
例
」
を
制
定
し
て
い

ま
す
が
、こ
の
「
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
は
、景
観
の
形
成
・

保
全
と
環
境
美
化
の
両
者
を
一

体
的
に
推
進
す
る
、
全
国
的
に

見
て
も
珍
し
い
条
例
で
す
。
 

　
今
後
と
も
、こ
の
条
例
に
基
づ

き
、市
民
、事
業
者
、市
の
三
者
が

自
ら
進
ん
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、

相
互
に
連
携
し
な
が
ら
、個
性
豊

か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 　
 

  　
去
る
１０
月
１２
日
、次
期
行
財

政
改
革
計
画
の
重
点
課
題
で
あ

る
「
業
務
の
総
点
検
」
の
一
環
と

し
て
、「
構
想
日
本
」
に
よ
る
事

業
仕
分
け
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
「
事
業
仕
分
け
」
は
、個
々

の
事
業
を
、市
民
の
目
線
か
ら
、

必
要
か
ど
う
か
、ま
た
必
要
な

場
合
は
官
民
の
ど
こ
が
担
う
の

が
適
切
か
な
ど
、「
そ
も
そ
も
論
」

に
立
ち
返
っ
て
、見
直
し
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

　
見
直
し
対
象
と
し
た
の
は
、

市
民
や
N
P
O
と
か
か
わ
り
の

あ
る
も
の
や
、市
民
と
の
協
働
の

可
能
性
の
高
い
な
ど
の
視
点
か

ら
抽
出
し
た
１０
事
業
で
す
。
公

開
の
場
で
行
わ
れ
た
、
外
部
の

仕
分
け
人
と
担
当
職
員
と
の
丁
々

発
止
の
や
り
取
り
を
、当
日
は
、

市
民
や
議
員
の
方
々
、職
員
ら
、

約
3
0
0
人
が
見
守
り
ま
し
た
。
 

　
今
後
は
、こ
の
事
業
仕
分
け

の
考
え
方
を
、予
算
編
成
方
針
や
、

現
在
策
定
中
の
次
期
行
財
政
改

革
計
画
に
盛
り
込
み
、市
全
体

の
事
業
へ
、ま
た
個
々
の
職
場
に

お
け
る
日
常
的
作
業
へ
と
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

 

集約拠点の都市機能集積と市街地の拡大抑制によるコンパクトな都市構造、 

および人と環境にやさしい公共交通を縦軸とした環境配慮型交通システムを併せ持つ 

持続可能な環境都市「多核連携・集約型環境配慮都市（多核連携型コンパクト・エコシティ）」を目指します。 

1

2

34

多
核
連
携
型
 

コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
 

の
推
進
 

市
民
主
体
の
自
治
運
営
を
 

〜
「
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定
〜
 

 

効
果
的
・
効
率
的
な
 

業
務
の
あ
り
方
を
 

め
ざ
し
て
「
事
業
仕
分
け
」
 

 誰
も
が
暮
ら
し
た
い
、 

訪
れ
た
い
ま
ち
へ
 

〜
「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
制
定
〜
 

 

晴れの門出を迎えられた皆さまにお祝いの
ごあいさつをしてきました。今後は、自らの可
能性を信じてさまざまなことに挑戦し、人生を
有意義なものとしていただきたいと思います。 

2009年高松市成人式 

活 動 報 告 2 0 0 9
1/12

12月議会で成立した、「高松市美しいまちづ
くり条例」について、制定前に市民の皆様
にも認識や関心をより高めていただくため、
大分市長等とシンポジウムを開催しました。 

たかまつ美しいまちづくり 
シンポジウム 2/7

February

January May

June

JuryMarch

April August

September

October

太田第2土地区画整理事業は、「潤いと活力
に満ちたまちづくり」をテーマに、これまで道路
や公園、上下水道などの整備に取り組み、実
に21年余の歳月を経て、竣工に至りました。 

太田第2土地区画整理事業 
竣工記念式 3/29

本市初の新設統合校「高松第一中学校」
の開校式を執り行いました。新たに始まった
本校の歴史が、明るく、希望に満ちた光り輝
くものとなることを心より期待しています。 

高松第一中学校開校式 4/6

花と緑いっぱいのまちづくりの輪が更に広
がるとともに、交通事故防止と交通マナー
の向上が図られることを願い、高松春の祭り
を開催しました。 

高松春のまつり 
フラワーフェスティバル＆交通安全フェア20095/3

地元自治会をはじめ、商店街・企業、小学校・
保育所・幼稚園などからご参加いただいた900
名超のボランティアの方 と々、「協働」により
中央公園で芝生の植付け作業を行いました。 

中央公園芝生化大作戦 6/21

玉藻公園の披雲閣で岡山市の高谷茂男市
長とトップ会談を行いました。会談では、両市
共同での観光ＰＲや情報発信、非常時の協
力体制を構築することなどで合意に至りました。 

岡山市長とトップ会談 7/6

庵治町大島青松園の納骨堂に献花を行う
とともに、恒例の夏祭りで皆様にごあいさつ
をしました。会場では、打ち上げ花火や模擬
店など、多彩な催しが繰り広げられました。 

大島青松園夏祭り 8/5

“快適で人にやさしい都市交通の形成”の
テーマの下、これからの公共交通の在り方
などを市民の皆様と共に考えるため、「都市
交通シンポジウム2009」を開催しました。 

第2回カーフリーデー高松開催 9/22

下笠居中央、香西、和光、西春日、今里の5
か所の保育所・園を訪ね、児童の皆さんのお
遊戯や歌の発表を拝見したり、一緒にゲーム
をしたりと、本当に楽しい時間を過ごしました。 

児童福祉施設（保育所・園）訪問 10/21

本市では16の市有施設の使用料などを、高松
琴平電気鉄道（株）発行のIruCaカードで決済
できるシステムを本格導入。そのＰＲを図るため、
市役所でデモンストレーションを行いました。 

市役所でIruCa利用開始 11/4
November

冬の高松のまちを華やかに彩る恒例の第
23回「高松冬のまつり」のオープニングに
出席しました。今年は“心の輪、仲間の輪
に集まろう”をサブテーマに開催されました。 

「第23回高松冬のまつり」 
オープニング 12/19

December


